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【ポイント】 

 栄養が同じ状態でも、経口栄養※1 の再獲得が口腔内と腸内の細菌叢を変化させることを見出しました。 

 本研究は、摂食嚥下訓練※2 の重要性を、細菌学的な観点から実証しました。 

 食べることの重要性を理解した摂食嚥下訓練は、今後の医療向上に役立つことが期待されます。 

 

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯周病分野の片桐さやか助教と高齢者歯科学分野の戸原玄

准教授の研究グループは、経口摂取の重要性を細菌学的な観点から証明しました。この研究は文部科学省科

学研究費補助金ならびに 8020 推進財団 8020 研究事業の支援のもとでおこなわれたもので、その研究成果

は、国際科学誌 Frontiers in Cellular and Infection Microbiology に、2019 年 12 月 20 日午前 0 時（米国東部時

間）にオンライン版で発表されました。 

 

【研究の背景】 

脳卒中後に経口栄養が不可能になり、経管栄養※3 とならざるを得ない患者さんは多くいます。経口栄養を再

獲得させるために行うリハビリテーションに、摂食嚥下訓練があります。これにより、再び口から食事を摂取で

きるようになったという報告は多くあります。口腔と大腸は腸管を通じてつながっており、食物、だ液、口腔内細

菌は嚥下によって腸管へと流入しているため、これらが腸内細菌叢の変化に影響を及ぼす可能性があります。

しかしながら、経口栄養がどのように腸内細菌叢に影響しているかは、いまだ不明でした。そこで、本研究グル

ープは経口栄養の再獲得と口腔内および腸内細菌叢との関連を、細菌学的に検討しました。 

「 経口栄養が全身の健康に関わるメカニズムを解明 」 

― 口腔内と腸内の細菌叢が鍵、摂食嚥下訓練による医療向上に期待 ― 

口腔内・腸内細菌叢の変化の検討

摂食嚥下訓練

経管栄養 経口栄養

栄養
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【研究成果の概要】 

脳卒中の亜急性期に経管栄養となり、その後、摂食嚥下訓練を受け経口摂取となった 8 名を対象に研究が

行われました。唾液と便の採取を、摂食嚥下訓練前の経管栄養時および摂食嚥下訓練によって、経口栄養と

なった後に行いました。なお、この期間の患者さんの摂取カロリーは一定に保たれています。その後、次世代

シークエンサー※4 を用いて、口腔内および腸内細菌叢の細菌種の同定、細菌種間の相関関係、その細菌叢の

予測される機能（機能遺伝子）を解析しました結果、経口栄養を再獲得することにより、口腔内および腸内細菌

叢の多様性が増加し、細菌叢の組成が変化していることを見出しました。加えて、Carnobacteriaceae 科と

Granulicatella 属の細菌量が経口食物摂取の再開後、口腔および腸内の両方で増加していました。また、細菌

同士の相関関係を示したネットワーク構造も、経口栄養の再獲得後には口腔内および腸内ともに、ひとつのネ

ットワークに、より多くの細菌が関わるように変化していました。機能予測解析の結果から、経管栄養時と比較

して、経口栄養時により発現しうる代謝経路があることが明らかになりました。 

 

 

【研究成果の意義】 

本研究グループは、摂食嚥下障害の患者さんに対する摂食嚥下訓練は、口から食べられるように機能を回

復するだけではなく、口腔内と腸内の細菌叢の多様性を増加させ、微生物群集の組成およびその共起ネットワ

ーク構造を変化することを見出しました。腸内細菌叢が様々な疾患に影響することは、すでに知られています

が、本研究は、経口栄養の再獲得が、全身の健康の維持にも重要であることを細菌学的な見地から示した発

見であり、今後の医療戦略を考える上で意義のある成果といえます。 
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【用語解説】 

※1 経口栄養 

口から栄養摂取すること。 

 

※2 摂食嚥下訓練 

摂食嚥下器官の運動性を高めるための機能訓練。 

 

※3 経管栄養 

 チューブやカテーテルなどを使い、胃や腸に必要な栄養を直接注入すること。 

 

※4 次世代シークエンサー 

遺伝子配列を高速で読み出せる装置。 

 

【論文情報】 

掲載誌：Frontiers in Cellular and Infection Microbiology 

論文タイトル：Re-initiation of oral food intake following enteral nutrition alters oral and gut microbiota 

communities 
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戸原 玄 （トハラ ハルカ） Haruka Tohara 

東京医科歯科大学 
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【問い合わせ先】 

＜研究に関すること＞ 

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 

歯周病学分野 氏名片桐さやか（カタギリサヤカ） 

TEL：03-5803- 5488 FAX：03-5803-0196 

E-mail：kataperi@tmd.ac.jp 
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高齢者歯科学分野 氏名戸原玄（トハラハルカ） 

  TEL：03-5803- 5559 FAX：03-5803-5559 

  E-mail：haruka-t@rd5.so-net.ne.jp   

 

 

＜報道に関すること＞ 

東京医科歯科大学 総務部総務秘書課広報係 

〒113-8510 東京都文京区湯島 1-5-45 

TEL：03-5803-5833 FAX：03-5803-0272 

E-mail：kouhou.adm@tmd.ac.jp 

 


